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平成 27 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成 26 年５月 12 日に公表しました平成 27 年３月期第２四半期連結業績累

計期間(平成 26 年４月１日～平成 26 年９月 30 日)の業績予想を下記の通り修正いたします。 
 

記 
 
１．平成 27 年３月期第２四半期(累計)連結の業績予想の修正 (平成 26 年４月１日～平成 26 年９月 30 日)                                   

  単位 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 
純利益 

1 株当り 
四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 百万円 1,720,000 56,500 52,000 10,000  6 円 79 銭 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 百万円 1,672,000 73,500 76,000 33,000 22 円 41 銭 

増  減  額 (Ｂ－Ａ) 百万円 ▲48,000 17,000 24,000 23,000      

増    減    率 ％ ▲2.8 30.1 46.2 230.0      

（ご参考）前年同期実績 
（平成 26 年３月期 
第２四半期連結累計期間） 

百万円 1,611,580 51,387 50,203 27,320 18 円 54 銭 

 
２．修正の理由 
 
営業利益及び経常利益については、樹脂加工品の需要が概ね堅調に推移したこと、及び合成繊維原料にお

いて、価格の見直し等に伴い売買差が改善したこと、並びに医薬品事業において、経費節減や第３四半期以降
へのずれ込み等により販売費及び一般管理費が減少したこと等から、前回発表予想を上回る見込みです。 
 
また、四半期純利益については、上記の理由に加えて、当社の連結子会社である田辺三菱製薬㈱において、

旧日本橋ビル売却益を特別利益に計上したこと等から、前回発表予想を上回る見込みです。 
 
なお、通期連結業績予想につきましては、現在実施中の大陽日酸㈱の普通株式に対する公開買付の結果等

を踏まえ、修正を実施する予定です。 
 

*上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発

表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

 
   以上 


